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港湾の公共事業の構想段階における

住民参加手続きガイドライン

国土交通省 港湾局



住民等の幅広い意見の把握に努め、構想案の策定プロセスの透明性･
客観性を向上させることにより、住民等の理解の促進及び合意の形成を
図る

住民参加手続きの目的

住民参加手続きの対象

港湾計画の策定・変更に先がけて検討する港湾の長期構想案
重要港湾において将来の港湾の姿を大きく変える構想案を策定する際、国が行うと想定される事業が構

想案に含まれる場合に構想案全体を対象とする。
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住民参加手続きの標準（モデルケース）

【ステップ１：国・港湾管理者・関係市町村の調整】

国、港湾管理者、関係市町村において、
①行政ニーズ
②構想案の検討体制（協議会の設置に関すること及び協議会の委員構成等）
③住民等の意見の把握方法（アンケート、ヒアリング及び説明会等）
④実施期間

等について調整を行う。

【ステップ２：検討体制等の公表】

ステップ１で調整した結果について、国や港湾管理者のホームページなどを利用し、
住民等に対し公表する。
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【ステップ３：基本ニーズの把握】

ステップ１で調整した③住民等の意見の把握方法（アンケート、ヒアリング及び説明
会等）により、当該港湾に対する住民等からの基本的な要請や意見を把握し、協議
会に報告する。

ステップ３で住民へ提供する情報
・港湾の現況（沿革、利用状況、施設整備状況等）
・環境の現況
・構想案の必要性 等

【ステップ４：構想案の検討】

協議会における検討結果を受け国及び港湾管理者において構想案を検討する。

３



【ステップ５：住民等の意見の把握】

ステップ４で検討した構想案に関しステップ１で調整した③住民等の意見の把握方法（ア
ンケート、ヒアリング及び説明会等）により、住民等の意見を把握し、協議会に報告する。

ステップ５で住民へ提供する情報
・ステップ３における意見把握結果
・構想案の概要（施設の内容、配置、規模等）
・目標年次
・環境への影響の評価
・将来の港湾の能力
・事業の効果 等

※ 構想案は原則として複数案を公表

【ステップ６：構想案の検討・策定】

協議会における検討結果を受け、国及び港湾管理者において検討を行い、構想案を
策定する。

【ステップ７：構想案・検討経過の公表】

策定した構想案及び案の策定に至った検討経過について公表する。
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検討体制等の公 表
（情報の提供)

構想案の検討
（意見の反映）

構想案の検討・策定
（意見の反映）

港湾管理者・国･関係市町村の

調 整
(行政間の調整)

構想案･検討経過等の公 表

手続き実施主体：国及び港湾管理者

アンケート、ヒア
リング、説明会等
の実施

検討

検討

報告

報告

計画策定までに
２ 回 の

キャッチボール

住民意見の把 握
（意見の募集・集約)

基本ニーズの把 握
（意見の募集・集約)

住民参加手続きフロー（モデルケース）

アンケート、ヒア
リング、説明会等
の実施

協 議 会
（長期構想検討委員会等）

検討体制

・学識経験者
・海事関係者
・港湾関係者
・関係行政機関
・住民代表

等

港湾計画策定の手続き
計画段階

港湾計画概要の告示

事業の実施 ５事業段階



大分港における住民参加手続きの実施状況

大分港
長期構想
検討委員会
(第１回)

大分港に関する
市民アンケート及び

港湾関連事業者ヒアリング調査

大分港長期構想（案）
に関する意見募集

大分港
長期構想
検討委員会
(第３回)

大分港
長期構想策定

H17.2.24H16.10.29～11.20 H18.6.12 H18.6.28～7.28 H18.8.24

大分港
長期構想
検討委員会
(第２回)

長期構想：大分港の将来像と実現に向けての取り組み

１．大分の飛躍を牽引し、暮らしの安定を支える
・・・産業・流通拠点港湾

・物流機能の強化（外貿コンテナ・内貿ユニット貨物への対応）
・安心して使える港（放置艇対策）、 ・新規産業の導入

２．暮らしに活力と安心を提供する
・・・市民共生港湾

・人と港のつながり（市民協働体制の確立、賑わい拠点の充実）
・安心をもたらす港づくり（地域防災機能の強化）

３．人と産業と環境の調和を実現する
・・・環境共生港湾

・環境保全へ貢献、 ・海域環境の向上

港湾計画へ反映
・外貿コンテナ埠頭、内貿RORO埠頭、臨港道路を計画
・放置艇を適切に収容するため小型船だまりを計画
・耐震岸壁及び緊急物資輸送基地としての緑地を確保
・緑地、海浜、釣り桟橋を計画

市民アンケートの結果等
住民からの要請・意見
・憩いやレクリエーションの場の創出

NPO等からの要望
・みなとの賑わい空間の創出

第１回委員会
・地域の現況
・港湾の現況
整備状況、利用状況
臨海部産業の動向 等

・地域の発展の方向と港湾への要請
・将来像と取り組むべき課題

第２回委員会
・長期構想（案）の検討
長期計画フレーム、課題の展開方向、
空間利用構想 等

第３回委員会
・長期構想（案）の検討
・港湾計画への反映について検討

環境保全に向けた取り組み
・企業の環境活動への支援
・港湾の整備と利用における環境保全への対応
（美しいみなとづくり）

・自然環境の保全への対応
（残された自然環境の保全・活用）

環境保全に向けた取り組み
・企業の環境活動への支援
・港湾の整備と利用における環境保全への対応
（美しいみなとづくり）

・自然環境の保全への対応
（残された自然環境の保全・活用）
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緑地、小型船溜り

交流拠点・緑地

魚釣桟橋

海浜・魚釣桟橋

臨港道路

埠頭用地(埋立)

港湾計画へ反映

長期構想:大分港の長期空間利用構想（ゾーンプランニング）

小型船だまり
緑地

西大分地区 大在地区 神崎地区
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三河港における住民参加手続きの実施状況

H16.4.26
港湾計画検討委員会
第1回委員会

H17.12.26
港湾計画検討委員会
第2回幹事会

H18.2.20
港湾計画検討委員会
第3回幹事会

H18.11.29
港湾計画検討委員会
第4回幹事会

H19.3.27
港湾計画検討委員会
第2回委員会

H16.4.20
港湾計画検討委員会
第1回幹事会

第１回幹事会・委員会
・三河港を取り巻く状況の分析
・三河港の果たすべき役割と方向性
※干潟や浅場の環境の考慮について言及

第２回幹事会
・三河港の将来ﾋﾞｼﾞｮﾝ
施策展開の方向性、利用のゾーニング

・利用計画の検討
機能別の空間利用、地区別の空間利用

※既定計画の埋立計画の見直しについて言及

第３回幹事会
・港湾の開発・利用と環境の保全・再生
港湾整備による効果、海域の利用

・環境に対する取り組み
※既定計画の埋立面積を縮小した案を提示

第４回幹事会
・埋立計画の検討（複数案の提示）
→ 六条干潟を保全し沖合を埋め立てる案が
支持され、今後、詳細な調査及び検討を実
施することとされた。

住民
アン
ケー
ト

住民
アン
ケー
ト

・現地調査、詳細な予測を行い、
埋立計画を再検討（１～２年）
・検討結果を協議会に諮り計
画策定の手続き進めていく

第１回住民アンケートを踏
まえた計画の検討

自然環境の保全を求める声もあ
るが、それ以上に地域社会の発
展のため自然とバランスのとれた
みなとづくりを求める声が多い

利用計画の検討

第２回住民アンケート
の結果

環境に配慮して開発を進
めることに理解を示す住
民が多いが、一方で環境
（干潟）の保全を求める住
民の声がある

埋立計画の検討
（複数案）

第２回幹事会資料（住民意見を踏まえた埋立計画の検討

第２回アンケート資料（幹事会での検討結果を踏まえ今後の方向性を提示）
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第４回幹事会で提示された埋立計画案
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